
龍
谷
法
事
第
二
十
巻
第
一
号
〔
昭
和
六
十

イ
タ
リ
ア
の
不
安
定
一

年
六
月
〕

雇
用
形 抜

刷態
規
制
関
連
法
令
及
び
資
料
翻
訳
(
三
)

I窃

田

滋



料

資

料

資

イ
タ
リ
ア
の
不
安
定
一
雇
用
形
態
規
制
関
連
法
令
及
び
資
料

翻
訳
(
三
)

〔

3
〕

労
働
者
供
給
事
業
禁
止
・
作
業
請
負
規
制
法
(
一
九

六
O
年
一

O
月
二
三
日
法
律
第
一
三
六
九
号
)

イ
タ
リ
ア
で
も
労
働
者
供
給
に
該
当
す
る
か
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
し
た

仲
介
・
請
負
が
多
く
利
用
さ
れ
、
労
働
力
過
剰
に
よ
る
慢
性
的
失
業
、
雇

用
不
足
と
い
う
社
会
状
況
の
中
で
労
働
力
費
用
節
約
と
い
う
経
済
的
な
必

要
性
を
理
由
に
広
範
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

戦
前
か
ら
、
経
営
者
に
よ
る
小
規
模
企
業
を
利
用
し
た
労
働
力
政
策
は

多
様
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
企
業
外
部
に
一
定
の
作
業
を
委
託
す
る
方

法
(
家
内
労
働
)
、
経
営
委
託
に
よ
っ
て
生
産
過
程
の
多
様
な
分
断
を
進
め

る
「
生
産
分
散
化
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
①
雇
用
を
市
場
の
変

動
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
機
械
化
で
き
な
い
部
門
を
分
散
化
す
る
技
術
的

l
生
産
的
役
割
、
②
労
働
者
を
分
断
と
対
立
に
よ
っ
て
弱
体
化
さ
せ
る
こ

と
、
①
雇
用
の
拡
大
・
減
少
運
動
に
お
い
て
小
経
営
の
利
用
に
よ
る
経
済

的
社
会
的
費
用
の
節
約
と
さ
れ
て
い
る

(
F
d
宅
巳
吉
己
目
伊

5
門可毛
2
P

P
2
5
丘
町
E
p
o
o
n
2
8
E
o
n
p自
己

HOE-P仏
OHO-
冨
口
。
ロ
0
・
3
∞ou

1あ

滋

回

-
y
c・)。
一
九
四
二
年
民
法
典
の
中
で
は
、
こ
う
し
た
仲
介
現
象
を
阻
止
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
改
革
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
民
法
典
一
一
一
二
七
条
は
労

働
提
供
者
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
違
反
に
つ

い
て
の
刑
事
制
裁
に
つ
い
て
は
何
ら
の
定
め
も
し
て
い
な
い
。

第
二
次
大
戦
直
後
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
四
九
年
の
第
二
六
四
号
法

が
、
第
一
一
条
で
使
用
者
に
対
し
て
労
働
者
を
公
的
職
業
紹
介
所
を
通
じ

て
採
用
す
る
義
務
を
課
し
、
二
七
条
で
は
法
規
定
に
違
反
し
て
行
な
わ
れ

た
採
用
は
、
違
法
な
仲
介
罪
と
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
こ
の
法
律

は
既
に
訳
出
し
て
お
い
た
。
龍
谷
一
法
学
第
一
九
巻
第
一
号
参
照
)
。
理
論

的
に
は
、
こ
の
規
定
は
労
働
者
供
給
的
な
仲
介
現
象
を
抑
制
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
職
業
紹
介
所
が
現
実
に
は
十
分
に
そ
の
任
務

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
他
方
で
は
、
請
負
に
関
す
る
民

法
典
一
七
五
四
条
の
規
定
の
限
定
的
な
解
釈
の
故
に
、
労
働
者
供
給
的
な

仲
介
を
偽
装
す
る
様
々
な
形
態
が
考
え
出
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

労
働
社
会
保
障
省
長
官
の
一
九
五
六
年
一
月
一

O
日
の
通
達
第
六
二

(龍法 '87)20 -1， 94 (94) 
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二
号
は
、
事
業
活
動
の
す
べ
て
の
部
門
で
職
業
紹
介
の
現
行
規
定
を
免
脱

す
る
た
め
の
偽
装
的
請
負
の
委
託
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
こ
の
場
合
に
請
負
の
意
思
表
示
の
中
に
隠
蔽
し
て
偽
装
す
る
類

型
、
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
真
の
意
図
を
判
断
し
て
、
結
果
と
し
て
虚
偽

の
意
思
表
示
と
し
て
無
効
と
な
る
べ
き
意
思
表
示
の
類
型
(
労
働
力
の
供

給
)
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
の
判
例
は
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
偽
装
請
負

規
制
の
途
を
辿
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
請
負
契
約
と
下
請
契

約
と
は
し
ば
し
ば
真
に
意
図
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
何
ら
法
的
な
偽
装

と
い
う
も
の
が
働
い
て
い
な
い
と
考
え
て
、
行
政
通
達
の
示
し
た
原
則
を

適
用
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
立
法
に
よ
る
規
制
が
必
要
と
な
っ
た
。
以
下

に
訳
出
す
る
一
九
六

O
年
の
法
律
一
三
六
九
号
は
、
ま
ず
、
単
純
な
労
働

力
の
提
供
を
請
負
、
仲
介
の
形
式
で
受
入
れ
る
こ
と
を
受
入
側
の
事
業
主

に
対
し
て
禁
止
し
、
さ
ら
に
厳
し
い
刑
事
罰
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
単
純
な
労
働
力
提
供
と
は
い
え
な
い
一
定
の
程
度
自
立
し
た

形
式
を
有
す
る
事
業
場
内
下
請
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
業
務
を
細
か

く
限
定
す
る
と
と
も
に
、
受
入
側
の
事
業
主
に
対
し
て
下
請
労
働
者
の
労

働
条
件
を
受
入
会
社
の
従
業
員
と
同
等
な
も
の
と
す
る
責
任
を
課
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
河
越
重
任
教
授
が
す
で
に
「
イ
タ

リ
ア
作
業
請
負
規
制
法
」
『
外
国
の
立
法
』
第
二
号
三
七
頁
以
下
に
邦
訳

さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
重
複
す
る
が
一
連
の
法
令
の
訳
出
の
中
で
敢

え
て
取
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
こ
の
法
律
の
第
八
条
に
基
づ
い
て
公
的
な
部
門
に
つ
い
て
こ
の

法
律
を
施
行
す
る
目
的
で
一
九
六
一
年
一
一
月
二
二
日
共
和
国
大
統
領
命

令
第
一
一
九
二
号
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
命
令
は
、
右
法
律
と
密
接

に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
邦
訳
が
な
い
の
で
あ
わ
せ
て
訳
出
す

る
こ
と
に
し
た
。

(
参
考
文
献
)
関
連
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
他
に
拙
稿
「
営
利
的

労
働
者
派
遣
事
業
制
度
化
論
の
検
討
」
労
働
法
律
旬
報
第
一

O
一
七
号
、

三
八
頁
以
下
、
「
イ
タ
リ
ア
の
労
働
契
約
」
『
労
働
契
約
の
研
究
』
本
多
淳

亮
先
生
還
暦
記
念
、
法
律
文
化
社
、
一
九
八
六
年
参
照
。

一
九
六

O
年
一

O
月
二
三
日
法
律
第
一
三
六
九
号

労
務
提
供
に
お
け
る
仲
介
及
び
介
入
を
禁
止
し
労
務
及
び
業
務
の
請
負

に
お
け
る
労
働
力
利
用
の
新
規
制

第
一
条
事
業
者

(FHH4Hg門
5
0
8
)
は
、
請
負
(
名
宮
ロ

0)、
下
請

(
回
口

g
宅
P
H
Z
)

若
し
く
は
協
同
組
合
(
印

2
-
o
E
8
0旬。

sta〈O
)

を
含
む

そ
の
他
の
い
か
な
る
形
態
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
請
負
人
(
名
官
、
，

=丘
OHO)
又
は
仲
介
入

(
Z
Z
H
B包
宮
己
0
)

を
通
じ
て
雇
い
入
れ
及
び
賃

金
支
払
い
が
行
わ
れ
る
労
働
力
利
用
に
よ
っ
て
単
な
る
労
働
提
供
の
履
行

を
委
託
す
る
こ
と
を
、
そ
の
提
供
に
か
か
る
労
務

(
O
M
V
2
0
)

又
は
業
務

(印
2
i
N目
。
)
の
種
類
を
問
わ
ず
、
禁
止
さ
れ
る
。

事
業
者
は
、
そ
の
従
業
員
、
第
三
者
若
し
く
は
協
同
組
合
を
含
む
団
体

で
あ
る
仲
介
入
に
対
し
て
、
当
該
仲
介
入
に
よ
り
雇
い
入
れ
ら
れ
賃
金
支

(龍法 '87)20 -1， 95 (95) 



料

払
い
が
行
な
わ
れ
る
労
務
提
供
者
(
官

g
g
g片
山
岳
毛
20)
が
作
業
を

出
来
高
制
で
行
な
う
よ
う
に
委
託
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
る
。

労
務
又
は
業
務
の
遂
行
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
請
負
人
が

注
文
者

(
3
3
-
Z
E
O
)
の
提
供
す
る
資
本
、
機
械
及
び
設
備
を
使
用
す

る
請
負
又
は
下
請
は
、
そ
れ
ら
の
使
用
に
対
し
て
注
文
者
に
補
償
金
を
支

払
う
と
き
も
含
み
、
い
か
な
る
形
態
の
も
の
も
こ
れ
を
単
な
る
労
働
提
供

の
請
負
と
み
な
す
。

前
各
項
の
規
定
は
、
以
下
の
第
八
条
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
国
営
事

業
(
宮
山

g
念
仏
σ
=
o
m
g
g
)
及
び
独
立
形
式
を
含
む
公
的
団
体
(
開
口
片
山

市
ロ

σEHOH)
に
対
し
て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

本
条
に
定
め
る
禁
止
事
項
に
違
反
す
る
労
働
提
供
者
は
、
す
べ
て
の
点

で
、
そ
の
提
供
す
る
労
働
を
実
際
に
利
用
し
た
事
業
者
が
雇
い
入
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。

第
二
条
前
条
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
事
業
者
及
び
請

負
人
又
は
そ
の
他
の
仲
介
入
に
は
、
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
一
人
当
り
か
っ

雇
用
一
日
に
つ
き
二

0
0
0リ
ラ
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。
な
お
、
一
九
四

九
年
四
月
二
九
日
の
法
律
第
二
六
四
号
及
び
そ
の
他
の
関
係
法
律
違
反
に

つ
い
て
規
定
さ
れ
る
刑
罰
は
引
続
き
適
用
が
あ
る
。

第
三
条
事
業
者
は
、
事
業
所
内
部
に
お
い
て
請
負
人
に
そ
の
〔
請
負

人
自
身
の
〕
組
織
及
び
管
理
に
よ
っ
て
行
な
う
、
運
搬
、
清
掃
及
び
設
備

の
通
常
の
管
理
作
業
を
含
む
労
務
又
は
業
務
を
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、

そ
の
〔
請
負
人
の
〕
従
業
員
で
あ
る
労
働
者
に
対
し
て
強
行
規
定
に
よ
る

最
低
の
労
働
条
件
を
与
え
、
か
つ
当
該
事
業
者
〔
自
身
〕
の
従
業
員
で
あ

資

る
労
働
者
が
受
け
て
い
る
通
常
の
労
働
条
件
を
下
回
ら
な
い
労
働
条
件
を

保
障
す
る
た
め
請
負
人
と
共
に
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。

〔
右
と
〕
同
じ
規
制
が
、
集
金
、
計
器
の
設
置
及
び
検
針
、
配
電
線
及

び
送
電
線
の
保
守
、
結
線
、
支
柱
の
架
設
、
装
置
の
施
設
、
低
圧
線
の
作

業
並
び
に
同
種
の
作
業
に
つ
い
て
、
公
益
事
業
を
行
な
う
企
業
が
委
託
す

る
請
負
に
も
適
用
さ
れ
る
。

事
業
者
は
、
請
負
人
の
従
業
員
で
あ
る
労
働
者
に
対
し
て
、
社
会
保
険

及
び
扶
助
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
す
べ
て
の
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
も

同
様
に
請
負
人
と
共
に
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。

第
四
条
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
労
働
提
供
者
が
有
す
る
諸
権
利
は
、

そ
の
請
負
の
継
続
中
及
び
請
負
の
終
了
の
日
か
ら
一
年
間
注
文
事
業
者
に

対
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
こ
の
法
律
の
第
三
条
の
規
定
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
に
は
適

用
さ
れ
な
い
。

a

事
業
場
内
部
に
お
け
る
建
設
工
事
の
請
負

b

設
備
及
び
機
械
の
設
置
又
は
組
立
の
請
負

c

臨
時
の
保
守
作
業

d

事
業
場
か
ら
の
運
送
及
び
事
業
場
へ
の
運
送

e

複
数
の
連
続
し
た
作
業
工
程
で
、
企
業
に
常
用
的
に
雇
用
さ
れ
た

労
働
力
と
は
異
な
る
特
殊
な
技
能
労
働
力
の
雇
用
を
必
要
と
し
、
当
該
雇

用
が
継
続
性
を
有
し
な
い
、
特
殊
な
製
造
業
務
に
関
連
す
る
請
負

f
生
産
過
程
及
び
企
業
組
織
の
中
で
通
常
は
生
じ
な
い
、
短
期
の
、

断
続
的
及
び
臨
時
的
な
労
働
提
供
の
請
負
。
こ
の
請
負
に
対
し
て
第
三
条
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の
規
定
に
よ
る
規
制
を
適
用
除
外
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

所
轄
労
働
監
督
署
に
よ
る
事
前
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

g

同
時
に
複
数
の
事
業
所
に
従
事
す
る
者
を
雇
用
す
る
企
業
と
約
定

さ
れ
る
運
搬
、
清
掃
及
び
通
常
の
設
備
管
理
作
業
の
請
負
。
但
し
、
設
備

管
理
作
業
に
つ
い
て
は
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
請
負
は
除
く
。
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
請
負
に
対
す
る
規
制
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
は
、
民
法

典
第
一
六
七
六
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
作
業
を
遂
行
す
べ
き

場
所
の
所
轄
労
働
監
督
署
か
ら
事
前
に
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
一
九
五
五
年
五
月
三
日
の
法
律
第
四

O
七
号
の
規
定
は
、
引
続
き

そ
の
効
力
有
す
る
。

h

一
九
四
一
年
七
月
一
九
日
の
勅
令
第
一
一
九
八
号
に
よ
っ
て
裁
可

さ
れ
た
郵
便
・
電
気
通
信
法
第
二
巻
第
一
一
編
、
第
二
編
及
び
第
三
編
の
施

行
規
則
第
五
五
条
の
規
定
に
よ
る
公
衆
電
話
局
の
管
理
の
請
負
。
但
し
、

電
話
業
務
の
運
営
の
た
め
に
労
働
者
の
提
供
す
る
労
働
が
通
常
行
な
わ
れ

る
業
務
よ
り
多
く
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
。

【
訳
注
〕
民
法
典
第
二
ハ
七
六
条
は
、
「
請
負
人
に
従
事
し
て
労
務
の

遂
行
又
は
業
務
の
履
行
の
た
め
に
活
動
す
る
者
は
、
彼
等
が
請
求
す
る
と

き
に
は
、
委
託
者
が
請
負
人
に
対
し
て
負
う
債
務
の
合
意
以
前
で
も
、
彼

等
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
を
履
行
す
る
た
め
に
委
託
者
に
対
し
て
直
接
の
作

業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

一
九
五
五
年
五
月
三
日
の
法
律
第
四

O
七
号
は
、
運
搬
作
業
に
関
す
る

法
律
で
あ
る
。

第
六
条
第
三
条
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
な
い
と
き
は
、
請
負
人
に
対
し

て
そ
の
不
遵
守
に
関
係
す
る
労
働
者
一
人
当
た
り
か
っ
そ
の
雇
用
一
日
に

つ
き
一

0
0
0リ
ラ
の
罰
金
を
科
す
。

事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
罰
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
民
事
的
に

〈

ο
Z
E
g
g
)
責
任
を
負
う
。

第
七
条
こ
の
法
律
の
適
用
に
関
す
る
監
督
は
、
労
働
社
会
保
障
省
長

官
に
委
任
さ
れ
、
労
働
社
会
保
障
省
長
官
は
、
労
働
監
督
署
を
通
じ
て
監

督
を
行
h

っ。

第
八
条
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
、
大
蔵
省
長
官
、

運
輸
省
長
官
、
郵
便
・
電
気
通
信
省
長
官
及
び
労
働
社
会
保
障
省
長
官
の

共
同
提
案
に
基
づ
く
共
和
国
大
統
領
令
に
よ
っ
て
、
固
有
鉄
道
、
国
の
専

売
事
業
及
び
郵
便
・
電
気
通
信
の
独
立
企
業
体
の
技
術
的
必
要
性
を
考
慮

し
、
か
つ
労
働
力
を
供
給
す
る
企
業
の
従
業
員
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、

前
各
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
企
業
体
が
認
可
し
た
請
負
に
お
け
る
労

働
力
の
利
用
の
規
制
に
関
す
る
基
準
を
制
定
す
る
。

前
項
に
規
定
す
る
基
準
が
所
定
の
期
限
内
に
制
定
さ
れ
な
い
と
き
は
、

こ
の
法
律
が
前
記
の
国
の
独
立
企
業
体
に
対
し
て
も
適
用
あ
る
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。

第
九
条
こ
の
法
律
は
、
官
報
に
公
布
さ
れ
た
日
か
ら
一
八

O
日
後
に

施
行
さ
れ
る
。
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料

一
九
六
一
年
一
一
月
二
二
日
共
和
国
大
統
領
命
令
第
一
一
九
二
号

国
鉄
の
管
理
部
門
、
国
家
独
占
体
、
郵
便
・
電
信
の
独
立
し
た
管
理
部

門
が
委
託
す
る
請
負
に
お
け
る
労
働
力
使
用
に
関
す
る
規
定

資

第
一
条
一
九
六

O
年
一

O
月
二
三
日
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
禁
止

は
、
国
鉄
、
郵
便
及
び
電
信
及
び
国
家
独
占
体
の
独
立
し
た
管
理
部
門
に

も
適
用
さ
れ
る
。

し
か
し
、
公
共
に
対
す
る
災
難
と
い
う
特
別
な
事
態
に
対
処
す
る
必
要

が
あ
る
と
き
又
は
前
記
管
理
部
門
の
通
常
の
業
務
遂
行
に
つ
い
て
の
公
的

安
全
に
支
障
が
あ
る
事
態
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
例
外
的
に

一
九
四
九
年
四
月
二
九
日
法
第
二
六
四
号
の
諸
規
定
の
禁
止
に
反
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

管
理
部
門
は
、
二
四
時
間
以
内
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

す
べ
て
の
措
置
と
そ
の
中
止
に
つ
い
て
労
働
監
督
署
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。第
二
条
一
九
六

O
年
一

O
月
二
三
日
法
第
一
三
六
九
号
の
第
三
条
に

よ
れ
ば
、
国
鉄
、
郵
便
・
電
信
及
び
国
家
の
独
占
事
業
体
の
独
立
し
た
諸

部
門
は
、
事
業
者
に
課
せ
ら
れ
た
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
責
任
と
義
務
に

代
っ
て
、
企
業
の
従
業
員
に
対
し
て
請
負
の
履
行
期
間
中
そ
の
産
業
に
適

用
さ
れ
る
労
働
協
約
が
規
定
す
る
規
範
的
経
済
的
な
労
働
条
件
を
保
障
す

る
条
項
を
請
負
契
約
の
中
に
挿
入
す
る
義
務
を
負
う
。
当
該
産
業
部
門
に

つ
い
て
複
数
の
労
働
協
約
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
挿
入
の
義
務
は
よ
り

有
利
な
協
約
の
条
項
を
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
職
務
の
完
全
な
一
致
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
経

済
的
な
労
働
条
件
は
上
記
の
行
政
部
門
の
従
業
労
働
者
の
そ
れ
を
下
回
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
つ
い
て
、
右
の
経
済
的
な
比
較
は
、
上
記
の
独
立
の
諸

部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
従
業
員
の
基
本
給
与
若
し
く
は
基
本
賃
金
、
並
び
に

上
記
の
労
働
協
約
が
定
め
る
労
働
条
件
を
他
の
賃
金
の
項
目
の
中
で
確
保

す
る
と
と
も
に
、
職
務
に
対
応
す
る
基
準
に
比
例
し
て
労
働
協
約
の
賃
金

表
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
記
の
独
立
の
諸
部
門
は
、
従
業
員
で
あ
る
労
働
者
に
対
し
て
注
文
企

業
が
履
行
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
監
督
が
及
ぶ
よ
う
に
、
所
轄
の
労
働

監
督
署
に
請
負
契
約
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
監
督
署
は
、

権
限
あ
る
独
立
の
行
政
機
関
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
請
負
契
約
の
中
に
、

請
負
の
客
観
的
及
び
主
観
的
な
要
件
が
実
際
に
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
一
九
六

O
年
一

O
月
一
二
三
日
法
第
六
条
の
最
終
項
は
、
国
鉄
、

郵
便
・
電
信
及
び
国
家
の
独
占
事
業
体
の
独
立
し
た
諸
部
門
に
は
適
用
さ

れ
な
い
。

第
四
条
一
九
六

O
年
一

O
月
二
三
日
法
第
一
条
が
定
め
る
禁
止
の
結

果
、
国
鉄
の
独
立
諸
部
門
は
、
私
法
上
の
契
約
に
よ
っ
て
業
務
の
実
際
上

の
必
要
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
一
時
的
な
労
働
者
及
び
職
員
を
利
用
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
従
業
員
は
、
国
の
労
働
者
若
し
く
は
職
員
と
い
う

資
格
を
取
得
す
る
の
で
は
な
く
、
六
カ
月
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
い
て
業
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務
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
に
は
、
労
働

関
係
か
ら
〔
生
ず
る
〕
諸
権
利
は
消
滅
す
る
。
但
し
、
再
更
新
は
な
い
が
、

必
要
な
場
合
に
は
、
そ
れ
〔
六
カ
月
〕
を
超
え
な
い
契
約
期
間
で
新
た
な

採
用
が
あ
る
。

右
の
従
業
員
に
対
し
て
は
、
本
命
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
対
応
す
る

民
間
部
門
の
経
済
的
労
働
条
件
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イタリアの不安定雇用形態規制関連法令及び資料
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法
学
会
消
息

/'、

人

事
〉

O
手
嶋
豊
講
師
は
、
一
九
八
七
年
四
月
一
日
よ
り
着
任
し
た

任
・
専
攻
は
、
民
法
学
)
。

O
谷
口
知
平
教
授
は
、
一
九
八
七
年
三
月
コ
二
日
を
も
っ
て
退
任

し
た
。

八
在
外
研
究
〉

O
西
尾
幸
夫
助
教
授
は
、
一
九
八
六
年
四
月
よ
り
一
年
間
「
多
国

籍
企
業
に
対
す
る
私
法
的
規
制
の
意
義
と
限
界
」
の
研
究
課
題

で
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
(
西
ド
イ
ツ
)
で
研
究
し
て
い
た
が
、

三
月
帰
学
し
た
。

O
安
武
敏
夫
教
授
は
、
一
九
八
六
年
四
月
よ
り
一
年
間
「
宗
派
離

脱
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
」
の
研
究
課
題
で
、
愛
知
学
院
大

学
で
研
究
し
て
い
た
が
、
三
月
帰
学
し
た
。

〈
学
会
・
研
究
会
報
告
〉

石

田

徹

「
現
代
日
本
政
治
の
『
多
元
主
義
的
』
認
識
」
|
|

新

川

端

正

久

金

東

勲

熊

谷

開

作

繁

田

賞

造

社
研
共
同
研
究
コ
九
四

0
年
代
の
世
界
政
治
」

研
究
会
、
一
九
八
六
年
八
月
三

O
日
(
彦
根
)

タ
ン
ザ
ニ
ア
い
ニ
エ
レ
レ
か
ら
ム
ウ
ィ
ニ
イ
の
平

和
的
政
権
交
代
、
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
学
術
大
会
、

一
九
八
六
年
五
月
コ
二
日

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
差
別
の
実
態
と
取
り
組

み
」
一
九
八
六
年
七
月
、
国
際
人
権
規
約
講
座

(
大
阪
部
落
解
放
研
究
所
)

「
イ
ギ
リ
ス
で
見
た
ヨ
l
ロ
γ

パ
の
人
権
状
況

ー
ー
そ
の
現
状
と
展
望

l
l」
一
九
八
六
年
六
月
、

法
学
会
研
突
会
(
龍
谷
大
学
)

「
西
欧
諸
国
に
お
け
る
外
国
人
の
法
的
地
位
」
一

九
八
六
年
九
月
、
関
西
国
際
問
題
研
究
会
(
京
大

楽
友
会
館
)

「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
国
際
的
保
護
と
在
日
韓
国
人

・
朝
鮮
人
」
一
九
八
六
年
十
月
、
民
族
大
学
講
座

(
大
阪
K
C
C
)

「
北
海
道
開
拓
法
の
変
遷
と
北
陸
農
民
の
移
住
」

一
九
八
六
年
一

O
月
一
一
日
法
制
史
学
会
(
金
沢

大
学
)

「
警
察
学
校
に
お
け
る
教
養
」

一
九
八
六
年
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